
様式１ 令和４年度　　山梨県立甲府南高等学校学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

　

・日常に戻るように部活動や学校行事が開催されていることに励まさ
れた。高校時代に打ち込んだ体育活動や文化活動はその後の人生
に大きく影響を与えるものであり、そこでの学び・経験は机上での学
びや経験に勝るものがあると思います。生徒の感想を見ても、修学
旅行、スキー教室をはじめとした行事の実施されたことに感謝申し上
げます。
・各部活動が、個々の成長に目を向け、効果的に取り組んだことが、
結果に繋がったと思います。今後は、５類への移行後の社会の変化
や課題に応じたイノベーションを加速させることが、学校行事、部活
動等の更なる発展につながると思います。

3

・課題研究が充実し主体的なテーマで研究を行い、テーマも
多様化している。生徒の多様な学びに寄り添うために、「南高
ＳＳアカデミー」の拡大と、会員の方々による、課題研究メン
ター制度の導入を検討し、スムーズな指導ができるようなプロ
グラムを構築する。また、各種大会・発表会において、各方面
との連携をさらに強化し、国際科学コンテストや科学の甲子園
をはじめとした全国大会での上位入賞を目指す。
・ポートフォリオの効果だけでなく、実際の活用やルーブリック
による指導指事例についても紹介していく。
・コンケン大学付属高校との研究交流会を継続させ、より高い
レベルにするとともに、協働研究を検討していく。コロナの影
響で海外研修が４年間実施できておらず、代わりとなるプログ
ラムの開発や、より多くの生徒が関われる事業を計画・運営し
ていく。

4

・一流の研究者を招き、自然科学に関する興味・関心を高めて、科学
技術と社会の関わりについて考える機会の提供のためのサイエンス
フォーラムに、卒業生の中から女性で活躍している研究者の講話を
計画していただき、理系女子活躍のモデルとなる内容も含めた講話
を実施してくれました。このように女性の活躍を啓蒙できるような教育
も広めていっていただきたい。
・課題研究もテーマも大変興味深いものが多い。SSH事業を通して課
題発見力を高め、持続可能な社会の担い手となる人材の育成に期
待する。
・今後も、大学、地域、企業、研究機関と連携を密にし、効果的な協
働体制ができることに期待する。
・２０年間にわたるSSHの継続は大変素晴らしく、先生方の長年にわ
たるご努力に対しまして、感謝申し上げます。

4

・コロナ禍で保護者同士の連携もままならない中、PTAとの協働によ
り、保護者による進路講話である「親からのメッセージ」が開催され、
様々なキャリアを持つ保護者が友人の親という身近な存在として話
をしていただけたことは大変貴重だと感じています。進路選択、職業
選択に大きく寄与できる授業と考え、今後の継続に期待しています。
・生徒の個性を活かし、様々な生き方を学ぶ機会を大切にしていただ
きたい。

・生徒の活躍をより多く発信し、本校のプライドの醸成と魅力
づくりにつなげていく。
・外部の各種コンテストを紹介し、生徒の日々の取り組みや成
果を発表する機会を増やしていく。
・学園祭や歌声コンクールについて、保護者への公開の再開
を検討する。
・学校行事の精選と連動した部活動ガイドラインの効果的な運
用を推進し、充実した高校生活につながる部活動運営を検証
する。

・土曜日の活用については負担と感じる生徒・保護者もおり、
形式や回数について検討、検証する。
・二者面談等を通して生徒の実態を把握し、各種学校行事の
検証、改善を進める。
・同窓会やPTAからの協力も要請し、様々な分野を知る機会
を提供することで、自分と社会とつながりやキャリア形成への
つながりを意識させていく。

B

進路希望に応じた課外・模擬試験・学習会
等を効果的に行う

課外の実施回数
生徒アンケートの実施

主体的な活動を通して、自己の進路と社会
の諸問題を結びつけて考えさせる

講演会や講話の実施
小論文指導

B

5

スーパーサイエンスハイスクールにおけ
る主体的・協働的な探究活動を深め、課
題解決能力を育てる。

学校設定科目「フロンティア探究」を通して課
題研究に全校で取り組み、学びに向かう力
をつける

研究発表会

・ICTを効果的に活用し、ほぼ計画どおりの運営が実施された。
生徒アンケートでは、ＳＳＨの取組が、学習への興味関心につな
がると８５％の回答が得られた。教員調査でも生徒は協力して課
題研究に取組んでいると９８％の回答が得られた。また、科学の
甲子園全国大会出場、県自然科学研究発表会で２研究が芸術
文化祭賞受賞、日本学生科学賞県議会長賞受賞、プログラミン
グコンテスト優勝など、多くの活動で入賞した。
・ポートフォリオについては、これまでの成果を普及する目的で、
ホームページより公開を行った。また、
・コロナ禍により海外研修は実施できなかった。コンケン大学付
属高校との交流では、お互いの研究発表を実施する段階まで進
めることができた。
・３年ぶりに保護者を招いて研究発表を実施することができた。

高大接続プログラムを開発し、ポートフォリ
オやルーブリックの研究を行う

生徒・教員アンケート実施
ポートフォリオ
ルーブリック

サイエンスイングリッシュや研修旅行を通じ
て、実践的英語力を育成する

サイエンスイングリッシュ
連携校との交流

4

生徒の個性を活かし、自己の在り方生き
方を考えさせる進路指導を積極的に行う

ホームルームや総合的な学習の時間を中
心に、体系的プログラムによるキャリア教育
を推進する

発表における自己評価
及び相互評価

・新型コロナま影響が長引く中、各種課外・模擬試験・学習会を
ほぼ通常通り実施することができた。
・職業人講話やライフプランニング力育成講座など、キャリア教育
に関する活動についても、計画通り実行できている。生徒・保護
者アンケートにおいても肯定的な評価が昨年度よりも増えてい
る。また、女性を講師として多く依頼し、女性の社会参画について
紹介する機会とした。

外部参加者へのアンケート
調査

・陸上部女子が県総体で総合２連覇、テニス部女子が全国大
会、ソフトテニス部男子が県予選１位で関東大会に出場した。
・部活動加入率は前年とほぼ同じく８７％であり、活動状況はコロ
ナ禍前に戻りつつある。
・学園祭は、コロナ感染防止対策を徹底する中で従来の３日間開
催（体育祭１日、文化祭２日）を行うことができた。
・歌声コンクールが３年ぶりに実施することができた。
・３月の球技大会は実施予定である。
・県のガイドラインに従い、休養日（月２日のきずなの日、平日１
日、週休日１日）、計画的な部活動運営を行った。
 
 
 

B
体育的行事等を通じてスポーツに親しませ、
体力向上に努める

新体力テストの実施
生徒アンケートの実施

活動計画書・活動実績書
月2回のきずなの日を完全実施する中で、計
画的に部休日を設ける

部活動を計画的・効果的に進め、学校の活
性化と生徒の心身の健全な育成に努める

各種大会の結果
部活動への参加率

3

体育活動・文化活動を積極的に推進し、
心身共に健全な生徒を育てる

・保健室やスクールカウンセリングの利用状況から、心の不安定さが
心身の不調として現れるケースが多いということから、生徒の悩みに
寄り添い、担任や学年と情報共有し様々なアプローチを展開しながら
生徒の学生生活を支えていただきたい。
・県のスクールカウンセラー派遣事業または関連機関等と協議いた
だき、スクールカウンセリングの機会が、年間途切れることなく提供で
きるようにお願いしたい。。
・ボランティアは、社会の課題を「他人事から自分事」にしていくことで
あり、参加を通じて多様な世界にふれることは社会のためだけでなく
自分のためにもなります。コロナ禍でも、何か出来ないかという、発
想で取り組んで欲しかった。
・安心安全な学校を目指し、調査で見えてこないいじめの状況や交
通安全な教育などの一層の充実を望みます。

通学時マナーアップ運動と連動した安全登
校や挨拶・身だしなみの指導を展開する

遅刻者数の統計調査
事故違反者数の統計調査

道徳教育を推進し、しなやかな心を持つ、人
間として調和のとれた生徒の育成に努める

ＬＨＲでの活動
各種行事等の実践事例

関係機関との連携やスクールカウンセラー
の活用により、教育相談の充実を図る

学年保健連絡会実施

32

様々な体験を通じて、他者を思いやり、
社会の絆を深める「しなやかな心」を育て
る

ボランティア精神の啓蒙に努め、主体的なボ
ランティア活動を推進する

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ1000回運動
環境委員会活動
ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委員会活動

・コロナ禍のため「ボランティア1000回」は実現できず、また全校
奉仕活動も行えなかった。一方で、2年生が修学旅行中に海岸の
清掃ボランティアをするなど新しい試みも行った。
・生徒、保護者への協力を得る中で、安全登校指導の充実に加
え、より安全性を確保するための通学経路等の変更を行った。
・多くの外部講師の講演会の他、道徳教育に特化したうLHRの相
互授業参観などを学校全体で取り組んだ。
・年間140時間のスクールカウンセリングを実施し、生徒と保護
者、また教職員への相談体制の充実を図った。学年保健連絡会
は5回実施し、様々な問題を抱えた生徒について、個々の事案を
共有し、状況の改善、解決を図る一助とした。

文化的・教養的行事等を通じて生徒の豊か
な感性の育成に努める

・コロナ禍で、多様な教育スタイルを提供しながらの学びの保証に努
めている様子が伺えますが、その中でできることを見つけ、実践でき
たことは良かったと思います。今後も生徒の探究心・表現力・観察力
など、粘り強く取り組んで欲しい。
・一人一台端末等、ITC環境が進んだ中、一人一人を伸ばすための
個別学習の最適化を図り、確かな学力の定着化に取り組んでいただ
きたいと思います。
・授業の充実が基本だと思います。前提として授業の準備や研究が
より一層できるよう教職員が充実されることを県当局にも望みます。
・活用力や探究力を高める授業とするためには、相互授業参観を通
して学ぶことが多い。授業力を高め、授業改善に継続して取り組んで
いただきたいと思います。

文章を書く機会や発表する機会を設定し、
言語活動の充実に努める

定期試験への記述問題
発表における総合評価

教材や資料の共有化やICTの効果的な活用
を図る

授業参観
授業アンケート

3

年度末評価（令和５年２月２４日現在）

・授業改善や指導法および評価の研究、研修の場として、教
科会議をさらに活発なものとなるよう促していく。また、相互授
業参観を活性化し、宿題等の学習課題のあり方について検証
し、授業改善につなげていく。
・各教科において主体的で協働的な学習活動を推進するとと
もに、教科横断的な視点で課題発見、課題解決が図れるよう
教科間の繋がりを強めていく。
・ICTを効果的に活用し、生徒一人ひとりが成果をまとめたら
り、発表する場面をより多く設定していくとともに、定期試験の
作問研究など、記述力を試したり、高めていく工夫を検証して
いく。
・一人一台端末の導入等により、ICT機器を積極的に活用す
ることで、発展的で深い学びとなる学習活動の研究をしてい
く。

B

・コロナ禍においても安心して取り組むことができる事例を全
校に紹介して「ボランティア1000回」が達成できるよう支援して
いきたい。
・現状や実態を踏まえ、生徒が主体的に取り組む安全教育の
推進を生徒会や委員会生徒と連携して取り組んでいく。
・外部の協力を得ながら、講演会などを通して、より多くの考
えに触れる機会を充実させ、生徒自身のキャリヤデザインに
もつなげていく。
・学校での人間関係だけでなく家庭環境や親との関係で悩む
生徒が相変わらず多い。問題解決は容易ではないが、利用
者のSCに対する満足度は高いので、今後も引き続きSCのア
ドバイスを受けながら保護者や担任、学年との連携を密にし
て、生徒支援につなげていく。

B

自己評価結果

1

活用力や探究力を高める授業を展開し、
確かな学力の定着を図る

目標と指導と評価の一体化を目指した授業
により、生徒の思考力・判断力・表現力を養
う

授業参観
授業アンケート

・各教科で設定した目標に対して、指導法及び評価方法等を教
科会議やカリキュラム委員会で継続的に検討・研究し、目標達成
に向けた取り組みと教科間の繋がりを図るとともに、１年生にお
いては新学習指導要下での効果的な３観点による学習評価の運
用に取り組んだ。
・課題研究を軸に、日々の授業の中にも探活動の場面を取り入
れ、生徒の主体的で協働的な学習活動を促すための工夫を継続
した。
・コロナ禍においても可能な範囲でのグループワーク等を取り入
れ、発表、発信、周囲の意見を聞く場面を設定した。
・一人一台端末の導入により、ICT機器を活用した授業展開、課
題の提示また、コロナ禍対応として、すべての教科でオンライン
授業を展開した。また、効果的なICT活用事例について共有を
図った。

生徒の主体的で協働的な学習により活用
力・探究力を高める

学習の記録表
課題の状況把握

評価

概ね達成できた。（６割以上）

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

１　活用力や探究力を高める授業を展開し、確かな学力の定着を図る。

２　様々な体験を通じて、他者を思いやり、社会の絆を深める「しなやかな心」を育
てる。

３　体育活動・文化活動を積極的に推進し、心身共に健全な生徒を育てる。

達
成
度

４　生徒の適性を活かし、自己の生き方・在り方を考えさせる進路指導を積極的に
行う。
５　スーパーサイエンスハイスクールにおける主体的・協働的な探究活動を深め、
課題解決能力を育てる。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

実施日　（令和５年３月１日）本年度の重点目標

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

将来、日本や国際社会の様々な分野で活躍し、社会の発展に貢献できる人材の育成を図る。 山梨県立甲府南高等学校長　篠原　茂樹

ほぼ達成できた。（８割以上）


